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豚蛔 虫体腔液 の抗 真菌 作用については森下ら（1963）に

よっ て屡 々報 告され た所 であるが，著者らの1 人古橋は1964

年 の寄生虫学会総会 で 蛔虫 体腔液 が真菌類 （Tr －j

訪砂hyton ，　Asper
｛
がlitis，　Penicぶj。。x），放線菌類 （＆－r

ゆ 加代yces，　Nocardia）及び細菌類（．Mycobacterium）に

対し てもlytic に作用する ことを報告した．同時に著者

らの1 人 五藤 は 体腔 液 が 大腸菌やブドー状球菌に対し

てはlytic に作用し ないこ とを報告した．著者ら の1 人

平 岡は 蛔 虫体腔液 中 の 各種既 知酵素群をしらべ， 更 にprotease

，　amylase，　esterase，　cellulase，　pectinaseは著者

らのい う抗真菌 作用 を示 さない ことを報告した．教室 の

塩谷（1964）はchitinase が抗真菌 作用 を示さないこ とを

究明し ，更 に森下ら（1963）はliyaluronidase，　lysozyme

も著者らのい う抗真菌 作用 を示 さない ことを報告した．

著者 らは 蛔虫体腔液 中にlipase の 存 在することから抗

真菌作用を有す る 酵 素がlipase と関係 あるものでは な

い か と想定し て次の 様な実 験を行なっ た．

lipase 本によ るPenicill 加肌　sp．　（E 株）

に対するlytic　action

森下ら（1963 ）の方法に 従っ てPenicillih・m　sp．　（E 株）

・の 平板培養4 日目の菌苔上 にpH　7 ．2及び8 ．5，　M ／15

phosphate　buffer に 飽和 に 溶 解し た 東京化 成工業製

lipase　（ロ ット番号040938 ）を滴下し，37 °C下 でlysis

作用 を観察した所第1 表に示す様 に陽性 の反応 を得た．

即 ち蛔 虫体腔液 の場合 と同 程度の力価のあるlysis 作用

を示し た． こ のロット 番号のlipase の残りを4 日後に

平板 培養8 日目の菌苔に滴下し たがlysis が見られなく

なっ た．即ち常温で4 日たっ と抗真 菌作用を失な うこ と

は 蛔虫体腔液の場合と似てい る．別 に東 京化成 工業製の

（58 ）
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Table　1．　Anti －fungal　activities　of　hogpancreas　lipase　

（Tokyo　Kasei　Co．）

fluid

30 　min．　Ihr

十　shows　positive　anti－fungal　activity

ロ ット番 号 の 異 なっ た3 種 のlipase 標本を求 め培養8

日目の菌苔上 に滴下し たが， この場合 の3 本中1 本に±

程度のlysis が認 められ たのみであっ た．

大阪細菌研究所製SRT　400　lipase 及 びSclerotinialipase

標本につい て同様に抗真菌 作用 をしらべた．　M／15phosphate

buffer　で前者 をpH　8 ，　後 者をpH7 で飽和

にと かし，鳬7・icill加7z　sp．　（E 株）の平板培養8 日目の菌

苔に滴下しlytic　action　を検 したが 何れも 陰性で あ っ

た．大阪細菌研究所 の文献によればSRT　400　lipase はpancreas

lipase　の約3 倍の力価を有し，　Sclerotinia　lipase

はlipase の他に高 活性 なglucanase ，　pectinase，　phosp－holipase

作用を有するとい われる が，本 結果 から上述の

諸 酵素は著者らのい う抗真菌 作用 と関係 のない ものであ

るらしい （第2 表）．

豚蛔虫体腔液中のlipase ，人血清中のlipase

及びpancreas　lipase　間 の関 係

豚蛔虫体腔液中 のlipase，人血清中のlipase 及びpane －reas

lipase　のlipase 活性 とanti－fungal　activity　とを比較

してそ の関連性 にっい てしらべた．教室の平岡 はp－nitro－phenyl

acetate　を基質 として豚蛔 虫体腔 液中のesterase

活性 を 測定 し，この基質を用い た場合にはesterase 活



Table　2 ．　Anti－fungal　activities　of　S．　R．　T ．　400　lipase，　S，：ヽ leroti‘㎡αlipase

and　Asca Γらbody　fluid

S．　R ．　T ．　400　lipaseScler

＜・tinia 　lipaseAy
αΓis　body　fluid

30　min ． 1　hr．

－

十一

十　shows　positive　anti－fungal　activity

性 とanti －fungal　activity　との間 には 相関々 係がない と

報告し た． 勿 論lipase は極めて 複雑 で基 質の特 異性 も

考えられるので色々考え なけ れば ならない問題 が多い．

森下 らは 人血清 中にlipase が 含ま れてい るにもかかわ

らず抗真菌作用のないこ とを報告 し，更 に人 血清が蛔虫

体腔液 の抗真菌 作用 に対 しinhibitor となることも報告

し た．　そ こでこれら3 種のlipase 活性を 測 るのに伊 藤

のWillstatter　（1923）アルカ リ滴定法 の変法 を用い，反

応 最終液10m 凵 こついて消費したN ／100のNaOH の

量の 対照値 との差 をlipase 活性値 とした． 基質として

は5 　％　tributylinでN ／15　phosphate　buffer，　pH　7．2の

ものを用い た． 抗真菌 作用 をしらべるにはPenicillium

incubated　time 　（37 °C）1

．5　hrs．　　2　hrs．
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sp．　（E 株）の平板培養8 日目の菌苔を用い37 °C　2時間後

に作用を判定した．この結果は第3 表に示す様で両者阻

に全く相関々係がなかった．

豚膵臓抽出 液の抗 真菌 作用について

屠 場で解体直後 の豚 から膵 臓をとり出し，直ちに 凍結

し て教室に持ち帰 り，凍 結状 態のまま組織に附着し てい

る脂肪や組織内 の結絽 織を取 り除き第4 表に示す 様な方

法でpancreas　extract　（A ）を得 ，このもののPenicxlliam

（E 株）の培養8 日目の菌苔 に対 する作用を見 た．第5 裘

に見る様に豚 蛔虫体腔 液と同様なlytic　action　が見 られ

た．次にこ の抽出液（A ）を第6 表に示す様 な方法 で透忻

Table　3．　Relation　between　lipase　activities　and　anti－fungal　activities

Fractions

Ascaris　bodyyx

／7

human　serumlipase

fluid

supernatant

sediment

Lipase　activities

Sample　　Control　　　Activities

1．850
．900
．753
．855
．65

1．450
．620
．650
．501
．35

0．400
．280
．103
．354
．30

＋　shows　positive　anti－fungal　activity　incubated　after　2　hours

Anti－fungal　activities

千

一千

－

Table　4．

Analysis　of　anti－fungal　fractions　in　the　hog　pancreas

hog　pancreas　（80　9．）
↓

added　240　ml．　of　pH．　7．2，　0．85％，　NaCl　sol．
↓

homogenation
↓

stored　at　3－6゚ C　for　12　hrs．
↓

centrifuged　at　10，000　r．p．m．　for　30　min．
↓

Supernatant

↓

stored　at　－　10°C　for　3　days
↓

centrifuged　at　10　，　000　r．p．m．　for　30　min．

Supernatant

A ．　（stored　at　－　10°C）

Sediment

（　59　）

Sediment
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Table　5．　Anti－fungal　activities　of　the　hog　pancreas　fraction　A　and　AscaΓ£i　body　fluid

Species　name

hog　pancreas　fraction　A

Ascaris　body　fluid

P ．　sp ．　（E ）P

．Sp ．
（F ）P

．　sp ．　（E
）P

．Sp ．
（F ）

30 min

士

士

土

－

p －－－　1々 nicillium

十 ■　■　・　・　shows　positive　anti－fungal　activity．

を 行 ない（B ）（C ）の2 分 劃 を 得 た ． こ の（B ）（C ）の 抗 真

菌 作 用 は透 析 に よっ て 力 価 の 低 下 は あ る がVisking　tube

の内 液 の沈 澱 分 劃 中 に有 効成 分 が 存 在 し ， 蛔 虫 体 腔 液 の

場 合 と同 様 な結 果 を 得 た（第7 表 ）．一 方 こ の作 用 は60 °C30

分 加 熱 す る こ とに よっ て 完 全 に 失 わ れ る ． 以 上 の こ

とか らpancreas　extract 中 の 抗 真 菌 作用 を 有 す る 物 質

は 蛋 白 様 物 質 で あ ろ う と推 定 さ れ る ．

結　 語

蛔虫体腔液 中の抗真菌作用を示す酵素の本態 を追求 し

て 次のことを知っ た．

1） 蛔 虫体腔液は真菌類（D 一ichophytor，・，　Asp　ergぶ心，Penicilliutn

），放線菌類｛Strep　to・・jぴces，　Nocαrdid）及び

1　hr．
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十
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Table　6 ．　Analysis　of　anti －fungal　fractions　in

the　hog　pancreas　fraction　A ．

fraction　A ．　（20　ml）
↓

dialysed　against　distilled　water　at　3°C　for　24　hrs．

↓

centrifuged　at　10，000　r．p．m．　for　30　mm．
↓

Sediment
↓

Supernatant

C ．

resolved　with　28　ml　of　pH　7．2，　0．85％，　NaCl　sol．

↓
centrifuged　at　10，000　r．p．m．　for　30　min．

｜

Table　7．　Anti－fungal　activities　of　the　hog　pancreas　fractionsIncubated　time　

（37°C）

30　min．　　　1　hr．　　　1．5　hrs．　　　2　hrs．　　　2．5　hrs．

＋

一

一

卅

十一

一

卅

十一

一

排

1 1 1

＋

－

十　shows　positive　anti－fungal　activity

A ．　B．　C．　fractions　were　adjusted　to　same　concentration

劒 菌類（Mycobacterium ） に対してlytic　action　を有す

る．大腸菌，ブド ー状 球菌 にはこ の作用を示さない ，

2） 既知 の酵素protease ，　amylase，　esterase，　cellulase，

chitinase，　pectinase，　lipase，　phospholipase，　glucanase，

hyaluronidase，　lysozyme は抗真菌作用を示 さない ．

3） 豚膵臓 の生理的食塩 水抽出液 は豚蛔虫体腔液 と同

程度 の抗真菌作用を示し，こ の物 質は純水 に対 し透析す

るこ とに よっ て 活性 分劃は内液の沈澱に移行し，60 °C

30 分熱処理に よって活性を失 なう．

4） 人血清中には抗真菌 作用は なく，豚 蛔虫体腔液 に

人血清を加える と抗真菌作用 を失 なう．即 ち人 血清中に

inhibitor があるらしい ．
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ANTI －FUNCAL　ACTIVITY 　OF 　HOG　PANCREAS　EXTRACT　WITH

REFERENCE　TO 　THAT 　OF　ASCARIS　BODY　FLUID

TETUO　MORISITA ，　Mizuho　KOBAYASHI ，　ROKURO 　SAKATA ，　MOTOSHi　GOTO ，

TEI」IRO　FURUHASHI ，　YOSHio　HIRAOKA ，　Hiroshi　SAKAKIBARA ，

INAYOSHI　YAMADA ，　RYUKICHI　SEKIYA　＆　Morimasa 　OOKUBO

［Depart！？・aX げ 凡zgs 池最硯y，　Gφ ，？暝かctural　Medical　Scho。Z，G φ，）

Enzyme　in　ascaris　body　fluid　which　shows　anti－fungal　activity　was　studied　and　the　resultsobtained　are　summarized　as　follows　

：

（1 ）　Lytic　action　against　Eumycetes　（Trich。iphyt。n，　AspeΓgillus，？’enicilli。m），　Actino－mycetes

　（Streptomy・ces，　Nocα7リ鈿）　and　Mycobac・詒●泌。x　was　proved　to　occur　in　ascaris　bodyfluid

，　whereas　no　such　an　action　was　proved　in　colon　bacteria　and　Staphylococcus．

（2 ）　No　anti－fungal　activity　was　found　in　already　known　enzynr‘les　such　as　protease，amylase

，　esterase，　cellulase，　chitinase，　lipase，　phospholipase，　glucanase，　hyaluronidase　andlysozyme

．

（3 ）A　saline　extract　of　swine　pancreas　as　well　as　ascaris　body　fluid　has　antifungalactivity

．・When　the　pancreas　eχtract　was　dialyzed　against　distilled　water，　the　active　fractionwas　transferred　into　the　sediment　of　dialyzed　solution

，　and　which　was　inactivated　by　heatingto　60

°C　for　30　minutes．

（4 ）No　anti －fungal　activity　was　demonstrated　in　human　serum．　It　would　seem　thathuman　serum　has　an

　inhibitor　of　the　anti－fungal　activity　of　Ascaris　body　fluid　as　the　activitywas　inhibited　by　adding　the

　serum　into　the　body　fluid．

（61 ）




